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７ 会議の概要

委員長 経 済環境委員会を開き ます 。

これより、環境部 所管分の議案の審 査を行 います。

議案第 ５２号 富 山市速 星墓地 公園事業 基金条 例を

廃止する条例制定 の件

を議題といたしま す。

これより、当局の 説明を求めます。

環境保全課長 〔議案書及び議案 概要書により説明〕

委員長 こ れより、質疑に入り ます 。

質疑はありません か。

〔「なし」と呼ぶ 者あり〕

委員長 ないよ うです ので 、これ をもっ て議案の 質疑を 終結

いたします。

これより、議案第 ５２号の討論に入 ります 。

討論はありません か。

〔「なし」と呼ぶ 者あり〕

委員長 討 論なしと認めます。

これより、議案第 ５２号を採決いた します 。

本案件 は原案 のと おり決 するこ とに御異 議あり ませ

んか。

〔「異議なし」と 呼ぶ者あり〕

委員長 御 異議なしと認めます 。

よって、本案件は 原案可決されまし た。

以上で 、環境 部所 管分の 議案の 審査を終 了いた しま

す。

次に、

富山市 水道事 業給 水条例 等の一 部を改正 する条 例制

定の件 （富山 市地 域し尿 処理施 設に関す る条例 の一

部改正）について 、
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当局の報告を求め ます。

環境保全課長 〔議案書及び委員 会資料により説明〕

委員長 ただい まの説 明に ついて 、何か 質問はあ りませ んか。

〔「なし」と呼ぶ 者あり〕

委員長 な いようですので、こ の程 度にとどめます。

次に、 環境部 所管 分で、 議案及 びただい まの報 告以

外に何か質問はあ りませんか。

〔発言する者なし 〕

委員長 ここで 、委員 会条 例第４ ４条に より、私 から委 員と

しての 発言を 行い たいと 思いま すので、 一旦副 委員

長と交代いたしま す。

〔委員長と副委員 長の交代〕

副委員 長 それで は、委 員長 に代わ ってし ばらく委 員長の 職務

を行います。

久保委 員 先ほど の予算 決算 委員会 経済環 境分科会 環境部 所管

分では 、家庭 ごみ 有料化 に関し てかなり 踏み込 んだ

質疑が ありま した 。私ど もの会 派は、現 時点で は家

庭ごみ 有料化 、特 に拙速 に進め ることに ついて は反

対の立場を取って います。

その理 由とし て、 コロナ 禍や世 界情勢も さるこ とな

がら、 非課税 世帯 の方々 に電気 料金など の生活 支援

を実施 してい る中 で新た に家計 負担を求 めるこ とに

なりま すので 、時 期的に ふさわ しくない という 観点

から、 反対の 立場 を取っ ていま す。議論 を進め てい

くこと につい ては 、私ど もの会 派は何ら 異論を 唱え

るつもりはありま せん。

あとは 市民の 方々 に納得 いただ ける説明 とタイ ミン

グが必 要で、 市長 が熟慮 に熟慮 を重ねる と言っ てい

るのは 、そう いっ たこと に御配 慮いただ いての お言



3

葉だろうと思って おります。

家庭ご み有料 化の 目的が 将来の 負担を減 らすこ とな

のかご みの減 量化 なのか が曖昧 で、私が 地元を 回っ

ている と、子 や孫 のため に将来 の負担を 減らし たい

とおっ しゃる 方も います が、一 方で、ご みの有 料化

に関しては反対だ という声も聞きま す。

もうこ れ以上 ごみ を出し たくな いと思わ せるよ うな

痛みが ごみの 減量 化につ ながる ので、ご みを出 して

もいい けれど も、 応分の 負担を してくだ さいと 言う

だけで は、ご みの 減量化 には到 底つなが りませ ん。

そこは 、市当 局の 中でき ちっと 整理して いただ き議

論を進めてほしい と思います。

ちなみ に、ご み処 理に係 る経費 に関して は、本 来な

ら徴収 した税 金の 中で負 担する べきもの であっ て、

手数料 を取っ て賄 うこと は、法 的に少し 不安定 な部

分があ ると承 知し ていま す。先 例がある とはい え、

慎重な対応が必要 だと思います。

そこで 私から 質問 ですが 、以前 、ディス ポーザ ーの

導入を 御提案 させ ていた だいた ことがあ ります 。生

ごみは 燃やせ るご みの３ ５％を 占めてお りまし て、

水分を 多く含 んで います ので、 燃やすと きに燃 料も

必要で 、効率 も悪 く、炉 にとっ てもよく ないと 。こ

の生ご みを分 別回 収して 何とか 再利用し ようと いう

事業も ありま した が、リ サイク ル施設の 老朽化 に伴

う稼働 施設縮 小の ため、 この事 業は廃止 となっ てお

ります 。それ を受 けてか 、来年 度の当初 予算に も生

ごみを再利用する 事業が幾つか上が ってい ます。

可処分 所得も 多く て経済 的に比 較的余裕 のある 方は、

ディス ポーザ ーを 導入す ること は十分可 能だと 考え

ていま す。こ のデ ィスポ ーザー は、決し て新し い技

術では なく、 もう １０年 以上も 前に国土 交通省 が社

会実験 を行っ て、 下水道 施設へ の影響に ついて 問題

は生じ ないと 報告 されて おりま す。もう 検証も 全て

終わっているよう なものです。

本来な ら環境 部が ごみ処 理の様 々な施策 を検討 する

過程で 、上下 水道 局に対 しても っと強く ディス ポー

ザーの 導入を 進め てほし い、お 金がかか らない から

何とか 認めて ほし い、制 度設計 を行って ほしい と要
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望する など、 もう 少し熱 心に取 り組んで ほしい と思

ってい るので すが 、この ことに 関して、 部長の 見解

をお伺いします。

環境部 長 ディス ポーザ ーは 、例え ば都会 のマンシ ョンな どに

設置されているこ とが多いと認識し ており ます。

確かに 、流し 台の 排水溝 に取り 付けるこ とで、 野菜

くずな どを破 砕し て、そ のまま 直接下水 道に流 すこ

とがで きる非 常に 便利な システ ムだとい うこと は理

解して おり、 これ が普及 すれば とてもよ いこと だと

私も思います。

ただ、 技術的 な課 題とし て、マ ンション などで 設置

しても 、もう 一度 何らか の処理 をする施 設が必 要に

なるこ と、ま た、 粉砕さ れた生 ごみがう まく流 れて

いくよ うにあ る程 度の傾 斜と流 量が必要 になる こと

などが あると 聞い ており ます。 技術的な ことは ちょ

っと分 かりま せん ので、 上下水 道局にも 見解を 聞い

てみたいと思って おります。

これは 少し時 間を いただ くこと になりま すが、 調査

・研究していきた いと思います。

久保委 員 下水道 には人 間の 排せつ 物も流 れていく ので、 野菜

くずな どを細 かく 砕いた ものが 流れてい かない とい

うこと はない と思 います 。国土 交通省の 報告に よる

と、技 術的な 面は 全て解 決して いるので す。上 下水

道局の 見解は ある かと思 います が、環境 部がし っか

りと後押しをして 進めていただきた いと思 います。

直接投 入型の ディ スポー ザーは 浄化槽設 備も要 りま

せんので、かなり いいものだと思い ます。

燃やせ るごみ の３ ５％を 占める 生ごみが 少しで も減

るよう に前向 きに 検討し ていた だきたい ですし 、こ

れが焼 却炉の 老朽 化対策 や減耗 対策にも なると 思っ

ており ます。 環境 部が目 指して いるごみ の減量 化と

ディス ポーザ ーは １ミリ もずれ るもので はあり ませ

ん。市 民の痛 みを 伴う家 庭ごみ の有料化 を実施 する

前に、 ほかに でき る減量 施策を 実施して いかな いと

なかな か理解 は得 られな いので 、そこは しっか り御

対応い ただき たい と思い ますし 、そうい った御 答弁
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だったと理解して おります。

副委員 長 それで は、こ れで 私の委 員長と しての職 務は終 了し

ましたので、委員 長と代わります。

〔副委員長と委員 長の交代〕

委員長 ほ かにありませんか。

〔発言する者なし 〕

委員長 な いようですので、こ の程 度にとどめます。

以上で 、経済 環境 委員会 環境部 所管分を 終了い たし

ます。

午前１１ 時４１分 休憩

～～～～～～～ ～～～～～～～～～ ～～ ～～～～～～～～ ～～～

午後 １ 時２１分 再開

委員長 経 済環境委員会商工労 働部 所管分に入ります 。

第２期 富山市 工業 振興ビ ジョン 第１次改 訂につ いて、

牛岳温 泉スキ ー場 及び周 辺施設 再整備基 本構想 の概

要について、

以上２ 件を一 括し て、順 次、当 局の報告 を求め ます。

企業立地課長 〔第２ 期富 山市工 業 振興ビ ジョ ン第１ 次 改訂に つい

て、

委員会資料により 説明〕

観光政策課長 〔牛岳 温泉 スキー 場 及び周 辺施 設再整 備 基本構 想の

概要について、

委員会資料により 説明〕

委員長 ただい まの説 明に ついて 、委員 会資料の 順番に 質問

を伺います。

まず、 第２期 富山 市工業 振興ビ ジョン第 １次改 訂に

ついて、質問のあ る方はいらっしゃ います か。
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大島委 員 富山市 もそう です が、北 陸地方 の自治体 が企業 団地

を紹介 すると きに 地震な どの災 害が少な いとパ ンフ

レット やホー ムペ ージで ＰＲし ているこ とがあ りま

す。今 回の能 登半 島地震 でそれ が完全に 崩れた と思

うので す。富 山市 は震度 ５強で したけれ ども、 これ

からも っと大 きい 地震が 発生す る可能性 もあり ます。

富山市 が安全 だと いう神 話は崩 れたと思 うので 、災

害が少 ないと いう 書き方 は駄目 だと感じ ますが 、今

後の誘 致のキ ャッ チフレ ーズと いうか、 どのよ うに

取り組んでいくの かお伺いします。

企業立地課長 まず、 企 業団地 を 新しく 造 成する とき には 、な るべ

く様々 な災害 に対 応した 場所を 選定する ことを 考え

ております。

誘致に 関しま して は、確 かに災 害が少な いこと は１

つのス トロン グポ イント だった のですけ れども 、そ

のほか にも交 通ア クセス がよく 、東京、 大阪、 名古

屋に比 較的行 きや すいと いうこ ともあり ますの で、

そこを 前面に 出し て実施 してい きたいと 思って いま

す。

大島委 員 御存じ だと思 いま すけれ ども、 以前、大 沢野地 域の

塩地区 の地域 高規 格道路 周辺で 企業団地 の計画 があ

りまし たが、 東日 本大震 災の影 響で農地 転用や 農振

除外の 許可が 下り ず開発 が難し くなり、 やむな く荒

れ地に なった とい うこと があり ました。 あそこ をも

う一度 企業団 地の 候補地 とする 可能性は あるの でし

ょうか。

企業立地課長 一度廃 案 になっ た もので す から、 正直 なと ころ 、候

補地と しては 考え ており ません でした。 状況次 第に

はなり ますが 、一 度候補 地にも なってい ますの で、

交通ア クセス など といっ たこと も含めて 考えて いき

たいと 思いま す。 可能性 が全く ないとい うわけ では

ありません。

大島委 員 大沢野 地域の 塩地 区はエ ゴマ栽 培に取り 組んで いま

すけれ ども、 うま くいっ ていな い状況で すので 、地
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域高規 格道路 の塩 インタ ーチェ ンジが整 備され るこ

とから も、候 補地 の１つ として 再考して いただ きた

いと思います。ぜ ひよろしくお願い いたし ます。

委員長 ほ かにありませんか。

〔発言する者なし 〕

委員長 それで は、牛 岳温 泉スキ ー場及 び周辺施 設再整 備基

本構想 の概要 につ いて、 質問の ある方は いらっ しゃ

いますか。

〔発言する者なし 〕

委員長 な いようですので、こ の程 度にとどめます。

次に、 商工労 働部 所管分 で、た だいまの 報告以 外に

何か質問はありま せんか。

〔「なし」と呼ぶ 者あり〕

委員長 な いようですので、こ の程 度にとどめます。

以上で 、経済 環境 委員会 商工労 働部所管 分を終 了い

たします。

午後 １ 時３３分 休憩

～～～～～～～ ～～～～～～～～～ ～～ ～～～～～～～～ ～～～

午後 １ 時４８分 再開

委員長 経済環 境委員 会農 業委員 会事務 局所管分 に入り ます。

農業委 員会事 務局 所管分 におい て、本委 員会に 付託

された 議案及 び議 決不要 の報告 案件はあ りませ んの

で、この際、何か 質問はありません か。

〔発言する者なし 〕

委員長 な いようですので、こ の程 度にとどめます。

以上で 、経済 環境 委員会 農業委 員会事務 局所管 分を

終了いたします。
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午後 １ 時４９分 休憩

～～～～～～～ ～～～～～～～～～ ～～ ～～～～～～～～ ～～～

午後 ２ 時４３分 再開

委員長 経済環 境委員 会農 林水産 部所管 分の議案 の審査 を行

います。

議案第 ５３号 富 山市漁 港管理 条例及び 富山市 風致

地区内 におけ る建 築等の 規制に 関する条 例の一 部を

改正する条例制定 の件、

議案第 ５４号 富 山市農 村環境 改善セン ター等 条例

の一部を改正する 条例制定の件、

議案第６４号 財 産の無償譲渡の件 、

以上３件を一括議 題といたします。

これより、順次、 当局の説明を求め ます。

農業水産課長 〔議案第５３号に ついて、

議案書により説明 〕

農村整備課長 〔議案第５４号に ついて、

議案第６４号につ いて、

議案説明資料によ り説明〕

委員長 こ れより、質疑に入り ます 。

質疑はありません か。

〔「なし」と呼ぶ 者あり〕

委員長 ないよ うです ので 、これ をもっ て議案の 質疑を 終結

します。

これよ り、議 案第 ５３号 、議案 第５４号 、議案 第６

４号、以上３件を 一括して討論に入 ります 。

討論はありません か。

〔「なし」と呼ぶ 者あり〕

委員長 討 論なしと認めます。

これよ り、議 案第 ５３号 、議案 第５４号 、議案 第６
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４号、以上３件を 一括して採決いた します 。

各案件 は原案 のと おり決 するこ とに御異 議あり ませ

んか。

〔「異議なし」と 呼ぶ者あり〕

委員長 御 異議なしと認めます 。

よって、各案件は 原案可決されまし た。

以上で 、農林 水産 部所管 分の議 案の審査 を終了 しま

す。

次に、

富山市 水道事 業給 水条例 等の一 部を改正 する条 例制

定の件 （富山 市農 業集落 汚水処 理施設条 例の一 部改

正）について、

富山市 公民館 条例 及び富 山市農 村環境改 善セン ター

等条例の一部を改 正する条例制定の 件につ いて、

以上２ 件を一 括し て、順 次、当 局の報告 を求め ます。

農村整備課長 〔富山 市水 道事業 給 水条例 等の 一部を 改 正する 条例

制定の 件（富 山市 農業集 落汚水 処理施設 条例の 一部

改正）について、

委員会資料により 説明〕

農林事務所 〔 富山市公民館条例及 び富 山市農村環境改善 センタ

農業振興課長 ー等条例の一部を 改正する条例制定の件 について、

委員会資料により 説明〕

委員長 ただい まの説 明に ついて 、委員 会資料の 順に質 問を

伺います。

富山市 水道事 業給 水条例 等の一 部を改正 する条 例制

定の件 （富山 市農 業集落 汚水処 理施設条 例の一 部改

正）に ついて 、質 問のあ る方は いらっし ゃいま すか。

〔発言する者なし 〕

委員長 次に、 富山市 公民 館条例 及び富 山市農村 環境改 善セ

ンター 等条例 の一 部を改 正する 条例制定 の件に つい

て、質問のある方 はいらっしゃいま すか。
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〔発言する者なし 〕

委員長 な いようですので、こ の程 度にとどめます。

次に、 農林水 産部 所管分 で、議 案及びた だいま の報

告以外に何か質問 はありませんか。

〔発言する者なし 〕

委員長 ここで 、委員 会条 例第４ ４条に より、私 から委 員と

しての 発言を 行い たいと 思いま すので、 一旦副 委員

長と交代いたしま す。

〔委員長と副委員 長の交代〕

副委員 長 それで は、委 員長 に代わ って、 しばらく 委員長 の職

務を行います。

久保委 員 先ほど の予算 決算 委員会 経済環 境分科会 の農林 水産

部所管 分で意 見の 表明が あった というこ とは重 く受

け止めていただき たいと思っていま す。

それに関連して何 点か確認をしたい と思い ます。

まず、 市場再 整備 事業の 債務負 担行為の 限度額 は現

在幾らになってい ますか。

地方卸売市場次長 限度額 に つきま し ては、 現 在１４ ６億 ４， ９４ ４万

６，０００円とな っております。

久保委 員 私たち も不勉 強だ ったこ とを恥 じなけれ ばなら ない

と思う のです が、 １４６ 億円も の債務負 担行為 が設

定され た際に 、市 場再整 備事業 はその１ ４６億 円の

中でう まく回 って いくの だろう と思い込 んでい たの

です。

それが 、施設 使用 料の減 免や一 般会計か らの繰 入れ

の増額 など、 私自 身が当 初想定 していた ものと は違

った形 で様々 な議 案の提 出や報 告があり 、大変 不安

に思っているので す。

そもそ もこの ＰＰ Ｐ／Ｐ ＦＩに 関しては 、富山 市に

はトッ プラン ナー として の強い 自負があ ったと 思っ
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ており ます。 しか しなが ら、こ の市場再 整備事 業に

ついて は見直 すべ き点、 反省す べき点が 多々あ ると

思っております。

間違っ ていた ら正 してほ しいの ですが、 私の見 解と

しては 、これ まで の様々 な聞き 取りの中 で、こ の事

業は施 設を民 間が 所有し 、市が 賃料を払 うとい うス

キーム であり 、市 が施設 を所有 しないこ とが要 因で

国から の交付 金な どの補 助が受 けづらい という こと

なのだろうと思っ たのです。

契約期 間の途 中で はある のです が、例え ば全て の市

場施設 が建っ た時 点でも う一度 事業者と 協議を 行い、

市が市 場施設 を一 括購入 し、改 めて維持 管理業 務を

お願い するな どす れば、 国への 事前確認 は必要 です

けれど も、そ の時 点での 取得費 に対して 国から 一部

補助が 受けら れる 可能性 もある のではな いかと 思う

のです。

市が市 場を全 て整 備して 、さら に賃料を 支払う とい

うこと は、市 民に とって は過分 な負担に なると ころ

があり ますし 、契 約書も 交わさ れて相手 方があ る話

でもあ ります から 、富山 市の思 いだけで 勝手に こう

したい 、ああ した いと言 えない のは十分 分かり ます。

しかし 、この スキ ームに ついて 議会でも 様々な 議論

がなさ れてい る以 上は、 農林水 産部とし ても契 約内

容や事 業スキ ーム の見直 しにつ いて今後 検討し てい

ただきたいと思っ ています。

この件 につい ては 、こう します というお 答えで はな

くても 構わな いの ですが 、この 事業スキ ームに つい

てもう 一度農 林水 産部と して検 討すると いうこ とは

ないのでしょうか 。

農林水産部長 今、久 保 委員が お っしゃ っ た国か らの 補助 や財 源な

どにつ いて、 見直 しをす れば有 利に働く ことが 想定

される かもし れま せんが 、これ まで当初 の事業 スキ

ームで 取り組 んで きてい る中で 、変更が 可能か どう

かとい うとこ ろを 確認し ながら 調査・研 究して まい

りたい とは思 いま す。今 のとこ ろはそこ までし か言

えません。
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久保委 員 相手方 があっ て契 約が成 立して いるので すから 、そ

のとおりだと思い ます。

議員の 皆さん は当 然理解 してい ると思い ますが 、こ

の債務 負担行 為と いうも のは減 額するこ とはで きな

いもの です。 長期 にわた って１ ４６億円 もの債 務負

担行為 を設定 した ことは 、当局 だけの責 任では なく、

私たち も半分 責任 を背負 ってい るのです 。それ ぐら

い重い 議決で あり ますの で、こ の契約に ついて 見直

す余地 がある ので あれば 、事業 者にお願 いをし てで

も市に 有利に なる ような 方法を 検討して いって いた

だきたいと重ねて お願いを申し上げ ます。

副委員 長 それで は、こ れで 私の委 員長と しての職 務は終 了し

ましたので、委員 長と代わります。

〔副委員長と委員 長の交代〕

委員長 ほ かに質問のある方は いら っしゃいますか。

〔発言する者なし 〕

委員長 な いようですので、こ の程 度にとどめます。

以上で 、経済 環境 委員会 農林水 産部所管 分を終 了い

たします。

これで 、３月 定例 会の当 委員会 に付託さ れまし た全

議案の審査は終了 いたしました。

委員各位に御相談 申し上げます。

委員長 報告に つい ては、 正・副 委員長に 御一任 願い

たいと思いますが 、いかがでしょう か。

〔「異議なし」と 呼ぶ者あり〕

委員長 そ れでは、そのように 取り 計らいます。

これを もって 、令 和６年 ３月定 例会の経 済環境 委員

会を閉会いたしま す。
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